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第 1 章

MAG 機能のプロキシモバイル IPv6 サポート

MAG機能のプロキシモバイル IPv6サポートは、モバイルノード（MN）の IPモビリティ関連
シグナリングへの参加を必要とせずに、モバイルノードへのネットワークベースの IPモビリ
ティ管理を提供します。モバイルアクセスゲートウェイ（MAG）は、アクセスリンクでのMN
の移動を追跡し、MNのローカルモビリティアンカーに信号を送信します。

• 機能情報の確認, 1 ページ

• MAG機能のプロキシモバイル IPv6サポートの前提条件, 2 ページ

• MAG機能のプロキシモバイル IPv6サポートについて, 2 ページ

• MAG機能のプロキシモバイル IPv6サポートの設定方法, 4 ページ

• MAG機能のプロキシモバイル IPv6サポートの設定例, 21 ページ

• 次の作業, 22 ページ

• その他の関連資料, 22 ページ

• MAG機能のプロキシモバイル IPv6サポートの機能情報, 24 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームとソ

フトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載さ

れている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合は、

このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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MAG 機能のプロキシモバイル IPv6 サポートの前提条件
DHCPサーバを設定する必要があります。

MAG 機能のプロキシモバイル IPv6 サポートについて

プロキシモバイル IPv6 の概要
プロキシモバイル IPv6（PMIPv6）は、モバイルノード（MN）の IPモビリティ関連シグナリン
グへの参加を必要とせずに、MNへのネットワークベースの IPモビリティ管理を提供します。
ネットワークのモビリティエンティティは、MNの移動を追跡し、モビリティシグナリングを起
動して必要なルーティング状態を設定します。

PMIPv6の主要な機能エンティティは、モバイルアクセスゲートウェイ（MAG）、ローカルモビ
リティアンカー（LMA）、およびMNです。

モバイルアクセスゲートウェイ

モバイルアクセスゲートウェイ（MAG）は、アクセスリンクに接続されたモバイルノード（MN）
に代わってモビリティ関連シグナリングを実行します。MAGはMNのアクセスルータです。つ
まり、MAGはローカライズされたモビリティ管理インフラストラクチャのファーストホップルー
タということになります。

MAGは、次の機能を実行します。

•ローカルモビリティアンカー（LMA）から IPアドレスを取得し、MNに割り当てます。

• MNがMAG間でローミングする際にMNの IPアドレスを保持します。

•トラフィックをMNから LMAにトンネリングします。

ローカルモビリティアンカー

ローカルモビリティアンカー（LMA）は、プロキシモバイル IPv6（PMIPv6）ドメイン内のモバ
イルノード（MN）のホームエージェントです。これはMNホームネットワークプレフィック
スのトポロジカルなアンカーポイントであり、MNのバインディングステートを管理します。
LMAには、モバイル IPv6ベース仕様（RFC 3775）で定義されているホームエージェントの機能
があります。また、PMIPv6プロトコルのサポートに必要な機能もあります。

   IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR
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LMAをイネーブルにし、ローカルに設定されていないモバイルアクセスゲートウェイ（MAG）
からプロキシモバイル IPv6（PMIPv6）シグナリングメッセージを受け入れるようにするに
は、dynamic mag learningコマンドを使用します。

（注）

モバイルノード

モバイルノード（MN）は、そのモビリティがネットワークによって管理される IPホストです。
MNは、IPv4専用ノードまたは IPv6専用ノードか、IPv4および IPv6プロトコルスタックのある
ノードでのデュアルスタックノードのいずれかになります。MNは、プロキシモバイル IPv6
（PMIPv6）ドメインで取得した IPアドレスまたはプレフィックスのモビリティを実現するため
に、IPモビリティ関連シグナリングに参加する必要はありません。

プロキシモバイル IPv6 の AAA サーバ属性
認証、許可、およびアカウンティング（AAA）サーバが使用できる場合、モバイルアクセスゲー
トウェイ（MAG）は、設定およびコールフロー時に、サーバからプロキシモバイルIPv6（PMIPv6）
ドメインおよびモバイルノード（MN）のプロファイル情報をそれぞれ取得します。

次に、PMIPv6ドメインおよびMNの設定に必要な AAA属性を示します。

• PMIPv6ドメイン固有の AAA属性

• cisco-mpc-protocol-interface

• lma-identifier

• mag-identifier

• mag-v4-address

• mag-v6-address

• pmip6-domain-identifier

• pmip6-fixed-l1-address

• pmip6-fixed-l2-address

• pmip6-timestamp-window

• pmip6-replay-protection

• pmip6-spi-key

• pmip6-spi-value

• MN固有の AAA属性

• home-lma

• home-lma-ipv6-address

IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
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• mn-apn

• mn-nai

• mn-network

• mn-service

• multihomed

MAG 機能のプロキシモバイル IPv6 サポートの設定方法

AAA サーバからのコンフィギュレーションを使用したプロキシモバイ
ル IPv6 ドメインの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name load-aaa
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

PMIPv6ドメインを作成し、AAAサーバからのコンフィ
ギュレーションを使用して設定します。

ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name
load-aaa

例：

Device(config)# ipv6 mobile
pmipv6-domain D1 load-aaa

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

MAG が動作する最低限の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name
4. lma lma-id
5. ipv6-address ipv6-address
6. exit
7. 2番めの LMAを設定するには、ステップ 5～ 8を繰り返します。
8. nai [user]@realm
9. lma lma-id
10. service {dual | ipv4 | ipv6}
11. exit
12. 2番めのMNを設定するには、ステップ 10～ 11を繰り返します。
13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

プロキシモバイル IPv6（PMIPv6）ドメインを作成し、
PMIPv6ドメインコンフィギュレーションモードを開始
します。

ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile
pmipv6-domain dn1

ステップ 3   

PMIPv6ドメイン内のローカルモビリティアンカー
（LMA）を設定し、PMIPv6ドメインLMAコンフィギュ
レーションモードを開始します。

lma lma-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# lma
lma1

ステップ 4   

PMIPv6ドメイン内の LMAの IPv6アドレスを設定しま
す。

ipv6-address ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)#
ipv6-address 2001:DB8::1

ステップ 5   

PMIPv6ドメイン LMAコンフィギュレーションモード
を終了し、PMIPv6ドメインコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)#
exit

ステップ 6   

—2番めのLMAを設定するには、ステップ
5～ 8を繰り返します。

ステップ 7   

PMIPv6ドメイン内のモバイルノード（MN）のネット
ワークアクセス識別子を設定し、PMIPv6ドメインモバ

nai [user]@realm

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai
user1@example.com

ステップ 8   

イルノードコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

MNの LMAを設定します。lma lma-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
lma lma1

ステップ 9   

PMIPv6ドメイン内のMNに提供するサービスを設定し
ます。

service {dual | ipv4 | ipv6}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
service ipv4

ステップ 10   

MNに提供されるサービスのタイプは次のとおりです。

• dual：MNに IPv4サービスと IPv6サービスの両方
を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

• IPv4：MNに IPv4サービスを指定します。

• IPv6：MNに IPv6サービスを指定します。

PMIPv6ドメインモバイルノードコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、PMIPv6ドメインコンフィギュレー
ションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
exit

ステップ 11   

—2番めのMNを設定するには、ステップ
10～ 11を繰り返します。

ステップ 12   

PMIPv6ドメインコンフィギュレーションモードを終了
し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# end

ステップ 13   
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AAA サーバが使用できない場合の MAG の詳細設定の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name
4. replay-protection timestamp [window seconds]
5. auth-option spi {spi-hex-value | decimal spi-decimal-value} key {ascii ascii-string | hex hex-string}
6. encap {gre-ipv4 | ipv6-in-ipv6}
7. local-routing-mag
8. lma lma-id
9. ipv6-address ipv6-address
10. exit
11. 各 LMAを設定するには、ステップ 10～ 12を繰り返します。
12. mag mag-id
13. ipv6-address ipv6-address
14. exit
15. mn-profile-load-aaa
16. nai [user]@realm
17. lma lma-id
18. int att interface-access-type l2-addr mac-address
19. gre-encap-key [down | up] key-value
20. service {dual | ipv4 | ipv6}
21. apn apn-name
22. exit
23. 各MNを設定するには、ステップ 20～ 24を繰り返します。
24. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

プロキシモバイル IPv6（PMIPv6）ドメインを作成し、
PMIPv6ドメインコンフィギュレーションモードを開
始します。

ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain
dn1

ステップ 3   

PMIPv6ドメイン内のリプレイ保護メカニズムを設定し
ます。

replay-protection timestamp [window
seconds]

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)#
replay-protection timestamp window 200

ステップ 4   

PMIPv6ドメインの認証を設定します。auth-option spi {spi-hex-value | decimal
spi-decimal-value} key {ascii ascii-string | hex
hex-string}

ステップ 5   

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)#
auth-option spi 67 key ascii key1

モバイルアクセスゲートウェイ（MAG）とローカル
モビリティアンカー（LMA）間のトンネルカプセル化
モードのタイプを設定します。

encap {gre-ipv4 | ipv6-in-ipv6}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# encap
gre-ipv4

ステップ 6   

MAGのローカルルーティングをイネーブルにします。local-routing-mag

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)#
local-routing-mag

ステップ 7   

PMIPv6ドメイン内の LMAを設定し、PMIPv6ドメイ
ンLMAコンフィギュレーションモードを開始します。

lma lma-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# lma
lma1

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

PMIPv6ドメイン内のLMAの IPv6アドレスを設定しま
す。

ipv6-address ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)#
ipv6-address 2001:0DB8:2:3::1

ステップ 9   

PMIPv6ドメイン LMAコンフィギュレーションモード
を終了し、PMIPv6ドメインコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)#
exit

ステップ 10   

—各 LMAを設定するには、ステップ 10～
12を繰り返します。

ステップ 11   

PMIPv6ドメイン内のMAGを設定し、PMIPv6ドメイ
ンMAGコンフィギュレーションモードを開始します。

mag mag-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# mag
mag1

ステップ 12   

PMIPv6ドメイン内のMAGの IPv6アドレスを設定しま
す。

ipv6-address ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
ipv6-address 2001:0DB8:2:4::1

ステップ 13   

PMIPv6ドメインMAGコンフィギュレーションモード
を終了し、PMIPv6ドメインコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
exit

ステップ 14   

（任意）PMIPv6ドメイン内のモバイルノード（MN）
に、AAAからのプロファイルコンフィギュレーション
をロードします。

mn-profile-load-aaa

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)#
mn-profile-load-aaa

ステップ 15   

MNが AAAからのコンフィギュレーション
を使用して設定されている場合は、ステップ

20～ 24を実行する必要はありません。特定
のモバイルノード（MN）のパラメータの設
定を上書きする場合は、特定のコマンドを使

用できます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

PMIPv6ドメイン内のMNのネットワークアドレス識
別子（NAI）を設定し、PMIPv6ドメインMNコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

nai [user]@realm

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai
user1@example.com

ステップ 16   

MNの LMAを設定します。lma lma-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
lma lma1

ステップ 17   

PMIPv6ドメイン内のMNインターフェイスのアクセス
テクノロジーのタイプ、インターフェイス、および

MACアドレスを設定します。

int att interface-access-type l2-addr
mac-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#

ステップ 18   

int att Gigabitethernet l2-addr
02c7.f800.0422

PMIPv6ドメイン内のMNの総称ルーティングカプセ
ル化（GRE）キーを設定します。

gre-encap-key [down | up] key-value

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
gre-encap-key down 45

ステップ 19   

PMIPv6ドメイン内のMNに提供するサービスを設定し
ます。

service {dual | ipv4 | ipv6}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
service ipv4

ステップ 20   

MNに提供されるサービスのタイプは次のとおりです。

• dual：MNに IPv4サービスと IPv6サービスの両方
を指定します。

• IPv4：MNに IPv4サービスを指定します。

• IPv6：MNに IPv6サービスを指定します。

PMIPv6ドメイン内のMNサブスクライバにアクセス
ポイント名（APN）を指定します。

apn apn-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
apn apn1

ステップ 21   
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目的コマンドまたはアクション

PMIPv6ドメインMNコンフィギュレーションモード
を終了し、PMIPv6ドメインコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
exit

ステップ 22   

—各MNを設定するには、ステップ 20～ 24
を繰り返します。

ステップ 23   

PMIPv6ドメインコンフィギュレーションモードを終
了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# end

ステップ 24   

MAG の最低限の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 mobile pmipv6-mag mag-id domain domain-name
4. address ipv6 ipv6-address
5. sessionmgr
6. generate grekey
7. interface type number
8. role {3gpp | lte | wimax | wlan}
9. apn apn-name
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

デバイスのMAGサービスをイネーブルにし、MAGの
PMIPv6ドメインを設定して、MAGコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

ipv6mobile pmipv6-mag mag-id domain
domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-mag
mag1 domain dn1

ステップ 3   

MAGの IPv6アドレスを設定します。address ipv6 ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)#
address ipv6 2001:0DB8:2:4::1

ステップ 4   

Intelligent Services Gateway（ISG）からMobile Client Service
Abstraction（MCSA）を介して受信する通知をMAGで処
理できるようにします。

sessionmgr

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)#
sessionmgr

ステップ 5   

LMAのモバイルノードの、アップストリームの総称ルー
ティングカプセル化キーのダイナミックな生成をイネー

ブルにします。

generate grekey

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)#
generate grekey

ステップ 6   

MAGのインターフェイスをイネーブルにします。interface type number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)#
interface gigabitethernet 0/0/0

ステップ 7   

MAGのロールを設定します。role {3gpp | lte | wimax | wlan}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# role
lte

ステップ 8   

キーワードは次のとおりです。

• 3gpp：3rd Generation Partnership Project（3GPP）とし
てのロールを指定します。

• lte：Long Term Evaluation（LTE）としてのロールを
指定します。

• wimax：wimaxとしてのロールを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

• wlan：ワイヤレス LAN（WLAN）としてのロールを
指定します。

MAGのサブスクライバにアクセスポイント名（APN）を
指定します。

apn apn-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# apn
apn2

ステップ 9   

MAGのロールが3GPPの場合、APNの指定は必
須です。

（注）

MAGコンフィギュレーションモードを終了し、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# end

ステップ 10   
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MAG の詳細設定の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. exit
5. ipv6 mobile pmipv6-mag mag-id domain domain-name
6. role {3gpp | wlan}
7. apn apn-name
8. local-routing-mag
9. discover-mn-detach poll interval seconds timeout seconds retries retry-count
10. address ipv4 ipv4-address
11. address ipv6 ipv6-address
12. sessionmgr
13. interface type number
14. binding maximum number
15. binding lifetime seconds
16. binding refresh-time seconds
17. binding init-retx-time milliseconds
18. binding max-retx-time milliseconds
19. replay-protection timestamp [window seconds]
20. bri delay min milliseconds
21. bri delay max milliseconds
22. bri retry number
23. lma lma-id domain-name
24. auth-option spi {spi-hex-value | decimal spi-decimal-value} key {ascii | hex} hex-string
25. ipv4-address ipv4-address
26. vrfid vrf-name
27. encap {gre-ipv4 | ipv6-in-ipv6}
28. end
29. show ipv6 mobile pmipv6 mag mag-id globals
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

仮想ルーティングおよび転送（VRF）ルーティング
テーブルインスタンスを設定し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：

Device(config)# vrf definition vrf1

ステップ 3   

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-vrf) exit

ステップ 4   

デバイスのMAGサービスをイネーブルにし、MAG
のPMIPv6ドメインを設定して、MAGコンフィギュ
レーションモードを開始します。

ipv6 mobile pmipv6-mag mag-id domain
domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-mag mag1
domain dn1

ステップ 5   

MAGのロールを設定します。role {3gpp | wlan}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# role 3gpp

ステップ 6   

キーワードは次のとおりです。

• 3gpp：3GPPとしてのロールを指定します。

• lte：LTEとしてのロールを指定します。

• wimax：wimaxとしてのロールを指定します。

• wlan：ワイヤレス LAN（WLAN）としての
ロールを指定します。

MAGのサブスクライバにアクセスポイント名
（APN）を指定します。

apn apn-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# apn apn2

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

MAGのローカルルーティングをイネーブルにしま
す。

local-routing-mag

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)#
local-routing-mag

ステップ 8   

MAG対応インターフェイスでのMNアタッチメン
トの定期的な検証をイネーブルにします。

discover-mn-detach poll interval seconds
timeout seconds retries retry-count

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)#

ステップ 9   

discover-mn-detach poll interval 11 timeout
3 retries 4

MAGの IPv4アドレスを設定します。address ipv4 ipv4-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# address ipv4
10.1.3.1

ステップ 10   

MAGの IPv6アドレスを設定します。address ipv6 ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# address ipv6
2001:0DB8:2:4::1

ステップ 11   

MAGの IPv6アドレスを設定します。sessionmgr

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# sessionmgr

ステップ 12   

MAGのインターフェイスをイネーブルにします。interface type number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 13   

MAGに許可される Proxy Binding Update（PBU）エ
ントリの最大数を指定します。

binding maximum number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# binding
maximum 200

ステップ 14   
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目的コマンドまたはアクション

PBUエントリに許可される最大ライフタイムを指
定します。

binding lifetime seconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# binding
lifetime 5000

ステップ 15   

PBUエントリの更新時間を指定します。binding refresh-time seconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# binding
refresh-time 2000

ステップ 16   

Proxy Binding Acknowledgment（PBA）が受信され
るまでの、PBUと PBA間の最初のタイムアウト間
隔を指定します。

binding init-retx-time milliseconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# binding
init-retx-time 110

ステップ 17   

PBAが受信されるまでの、PBUと PBA間の最大タ
イムアウト間隔を指定します。

binding max-retx-time milliseconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# binding
max-retx-time 4000

ステップ 18   

PMIPv6ドメイン内のリプレイ保護メカニズムを設
定します。

replay-protection timestamp [window seconds]

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)#
replay-protection timestamp window 200

ステップ 19   

BindingRevocation Indication（BRI）メッセージを送
信する前に LMAが待機する最小時間を指定しま
す。

bri delay min milliseconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# bri delay
min 500

ステップ 20   

BRIメッセージを再送信する前に、LMAがBinding
RevocationAcknowledgment（BRA）メッセージを待
機する最大時間を指定します。

bri delay max milliseconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# bri delay
max 4500

ステップ 21   
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目的コマンドまたはアクション

BRAが受信されるまで LMAが BRIメッセージを
再送信する最大回数を指定します。

bri retry number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# bri retry
6

ステップ 22   

MAGの LMAを設定し、MAG-LMAコンフィギュ
レーションモードを開始します。

lma lma-id domain-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# lma lma3
dn1

ステップ 23   

MAG内の LMAの認証を設定します。auth-option spi {spi-hex-value | decimal
spi-decimal-value} key {ascii | hex} hex-string

ステップ 24   

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)#
auth-option spi decimal 258 key hex BDF

MAG内の LMAの IPv4アドレスを設定します。ipv4-address ipv4-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)#
ipv4-address 172.16.0.1

ステップ 25   

LMAピアの VRFを指定します。vrfid vrf-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)# vrfid
vrf1

ステップ 26   

MAGと LMA間のトンネルカプセル化モードのタ
イプを設定します。

encap {gre-ipv4 | ipv6-in-ipv6}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)# encap
gre-ipv4

ステップ 27   

MAG-LMAコンフィギュレーションモードを終了
し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)# end

ステップ 28   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MAGグローバルコンフィギュレーション
の詳細を表示します。

show ipv6 mobile pmipv6 mag mag-id globals

例：

Device# show ipv6 mobile pmipv6 mag mag1
globals

ステップ 29   

例

次に、MAGグローバルコンフィギュレーションの例を示します。

Router# show ipv6 mobile pmipv6 mag mag1 globals

---------------------------------------------------
Domain : D1
Mag Identifier : M1

MN's detach discover : disabled
Local routing : disabled
Mag is enabled on interface : GigabitEthernet0/0/0
Mag is enabled on interface : GigabitEthernet0/1/0
Max Bindings : 3
AuthOption : disabled
RegistrationLifeTime : 3600 (sec)
BRI InitDelayTime : 1000 (msec)
BRI MaxDelayTime : 40000 (msec)
BRI MaxRetries : 6
BRI EncapType : IPV6_IN_IPV6
Fixed Link address is : enabled
Fixed Link address : aaaa.aaaa.aaaa
Fixed Link Local address is : enabled
Fixed Link local address : 0xFE800000 0x0 0x0 0x2
RefreshTime : 300 (sec)
Refresh RetxInit time : 20000 (msec)
Refresh RetxMax time : 50000 (msec)
Timestamp option : enabled
Validity Window : 7

Peer : LMA1
Max Bindings : 3
AuthOption : disabled
RegistrationLifeTime : 3600 (sec)
BRI InitDelayTime : 1000 (msec)
BRI MaxDelayTime : 40000 (msec)
BRI MaxRetries : 6
BRI EncapType : IPV6_IN_IPV6
Fixed Link address is : enabled
Fixed Link address : aaaa.aaaa.aaaa
Fixed Link Local address is : enabled
Fixed Link local address : 0xFE800000 0x0 0x0 0x2
RefreshTime : 300 (sec)
Refresh RetxInit time : 20000 (msec)
Refresh RetxMax time : 50000 (msec)
Timestamp option : enabled
Validity Window : 7

Peer : LMA2
Max Bindings : 3
AuthOption : disabled
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トラブルシューティングのヒント

次のコマンドを使用して、MAG設定のトラブルシューティングができます。

• debug ipv6 mobile mag event

• debug ipv6 mobile mag info

• show ipv6 mobile pmipv6 mag bindings

• show ipv6 mobile pmipv6 mag globals

MAG 機能のプロキシモバイル IPv6 サポートの設定例

例：AAA サーバからのコンフィギュレーションを使用したプロキシモ
バイル IPv6 ドメインの設定

次に、AAAサーバのコンフィギュレーションを使用して PMIPv6ドメインを設定する方法の例を
示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D1 load-aaa

次に、AAAサーバからのコンフィギュレーションを使用して PMIPv6ドメインを設定する方法、
および特定の PMIPv6ドメインパラメータの設定を上書きする方法の例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D11 load-aaa
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D11
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# gre-ipv4
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# auth-option spi 67 key ascii key1

例：AAA サーバからのコンフィギュレーションが使用できない場合の
プロキシモバイル IPv6 ドメインの設定

次に、AAAサーバのコンフィギュレーションが使用できない場合の PMIPv6ドメインの設定の例
を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D2
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# replay-protection timestamp window 200
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# auth-option spi 100 key ascii hi
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# encap ipv6-in-ipv6
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# lma lma1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv4-address 10.1.1.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv6-address 2001:0DB8:2:3::1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# exit
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# mag mag1
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Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)# ipv4-address 10.1.3.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)# ipv6-address 2001:0DB8:2:5::1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)# exit
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai example1@example.com
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# lma lma1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# int att gigabitethernet l2-addr 02c7.f800.0422
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# gre-encap-key up 1234
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# gre-encap-key down 5678
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# service ipv4
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# end

例：モバイルアクセスゲートウェイの設定

次に、MAGをイネーブルにするために必要な最低限の設定を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D2
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# lma lma1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv4-address 10.1.1.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv6-address 2001:0DB8:2:3::1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# exit
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# lma lma2
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv4-address 10.2.1.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv6-address 2001:0DB8:2:4::1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# exit
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai example1@example.com
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# lma lma1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# exit
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai example2@example.com
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# lma lma2
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# exit
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-mag mag1 domain D2
Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# address ipv6 2001:DB8:0:0:E000::F
Device(config-ipv6-pmipv6-mag)# address ipv4 10.2.1.1
Device(ipv6-mag-config)# interface gigabitethernet 0/0/0
Device(ipv6-mag-config)# role 3gpp
Device(ipv6-mag-config)# apn a
Device(ipv6-mag-config)# exit

次の作業
MAGエンティティは、ASR 5000デバイスによって提供される LMAで動作します。 Cisco ASR
5000の LMAを設定するには、『Cisco ASR 5000 Series Packet Data Network Gateway Administration
Guide』の「PDN Gateway Configuration」モジュールを参照してください。

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/wireless/asr_5000/12_0/OL-24822_PGW_Admin.pdf
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


マニュアルタイトル関連項目

『IP Mobility Command Reference』IPモビリティコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Mobility Support in IPv6』RFC 3775

『Proxy Mobile IPv6』RFC 5213

『IPv4 Support for Proxy Mobile IPv6』RFC 5844

『Generic Routing Encapsulation (GRE) Key Option
for Proxy Mobile IPv6』

RFC 5845

『Binding Revocation for IPv6 Mobility』RFC 5846

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、シスコソフトウェ

アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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MAG 機能のプロキシモバイル IPv6 サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

   IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR
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表 1：プロキシモバイル IPv6 MAG 機能サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

MAG機能のプロキシモバイル
IPv6サポートは、モバイル
ノードの IPモビリティ関連シ
グナリングへの参加を必要とせ

ずに、モバイルノードへのネッ

トワークベースの IPモビリ
ティ管理を提供します。モバ

イルアクセスゲートウェイ

は、アクセスリンクでのモバ

イルノードの移動を追跡し、

モバイルノードのローカルモ

ビリティアンカーに信号を送

信します。

Cisco IOS XE Release 3.4Sで
は、CiscoASRシリーズアグリ
ゲーションサービス 1000ルー
タでこの機能が導入されまし

た。

次のコマンドが導入されまし

た。address、apn、
auth-option、binding、bri、
clear ipv6mobile pmipv6mag、
debug ipv6 mobile mag、debug
ipv6 mobile packets、
discover-mn-detach、encap、
fixed-link-layer-address、
fixed-link-local-address、
gre-encap-key、int att、
interface、ipv4-address、ipv6
mobile pmipv6-domain、ipv6
mobile pmipv6-mag、
ipv6-address、lma、
local-routing-mag、mag、
mn-profile-load-aaa、
multi-homed、nai、
replay-protection、role、
service、show ipv6 mobile
pmipv6mag binding、show ipv6
mobile pmipv6 mag globals、
show ipv6 mobile pmipv6 mag
stats

Cisco IOS XE Release 3.4Sプロキシモバイル IPv6 MAG
機能サポート

IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
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機能情報リリース機能名

プロキシモバイル IPv6モバイ
ルアクセスゲートウェイ機能

の IPv6クライアントサポート
を導入する前は、PMIPドメイ
ン内のMNには IPv4サービス
のみが提供できました。プロ

キシモバイル IPv6 MAG機能
の IPv6クライアントサポート
は、PMIPドメイン内のMNに
IPv4、IPv6、およびデュアル
サービスを提供するための拡張

です。

次のコマンドが変更されまし

た。service

Cisco IOS XE Release 3.5Sプロキシモバイル IPv6モバイ
ルアクセスゲートウェイでの

IPv6クライアントサポート

   IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR
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第 2 章

プロキシモバイル IPv6 ローカルモビリティ
アンカー

ローカルモビリティアンカー（LMA）は、プロキシモバイル IPv6ドメインのモバイルノード
（MN）のホームエージェントとして動作します。プロキシモバイル IPv6ドメインは、プロキ
シモバイル IPv6（PMIPv6）プロトコルを使用してMNのモビリティ管理が処理されるネット
ワークです。 LMAは、MNのホームネットワークプレフィックスのトポロジカルなアンカー
ポイントであり、MNのバインディングステートを管理するエンティティです。このモジュー
ルでは、LMAの設定方法について説明します。

• 機能情報の確認, 27 ページ

• プロキシモバイル IPv6 LMAの前提条件, 28 ページ

• LMA機能のプロキシモバイル IPv6サポートについて, 28 ページ

• プロキシモバイル IPv6 LMAの設定方法, 30 ページ

• LMA機能のプロキシモバイル IPv6サポートの設定例, 47 ページ

• 次の作業, 49 ページ

• その他の関連資料, 49 ページ

• プロキシモバイル IPv6ローカルモビリティアンカーの機能情報, 50 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームとソ

フトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載さ

れている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合は、

このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

プロキシモバイル IPv6 LMA の前提条件
IPv4または IPv6アドレスを割り当てるために、LMAの IPv4および IPv6アドレスプールを設定
する必要があります。

LMA 機能のプロキシモバイル IPv6 サポートについて

プロキシモバイル IPv6 の概要
プロキシモバイル IPv6（PMIPv6）は、モバイルノード（MN）の IPモビリティ関連シグナリン
グへの参加を必要とせずに、MNへのネットワークベースの IPモビリティ管理を提供します。
ネットワークのモビリティエンティティは、MNの移動を追跡し、モビリティシグナリングを起
動して必要なルーティング状態を設定します。

PMIPv6の主要な機能エンティティは、モバイルアクセスゲートウェイ（MAG）、ローカルモビ
リティアンカー（LMA）、およびMNです。

モバイルアクセスゲートウェイ

モバイルアクセスゲートウェイ（MAG）は、アクセスリンクに接続されたモバイルノード（MN）
に代わってモビリティ関連シグナリングを実行します。MAGはMNのアクセスルータです。つ
まり、MAGはローカライズされたモビリティ管理インフラストラクチャのファーストホップルー
タということになります。

MAGは、次の機能を実行します。

•ローカルモビリティアンカー（LMA）から IPアドレスを取得し、MNに割り当てます。

• MNがMAG間でローミングする際にMNの IPアドレスを保持します。

•トラフィックをMNから LMAにトンネリングします。

ローカルモビリティアンカー

ローカルモビリティアンカー（LMA）は、プロキシモバイル IPv6（PMIPv6）ドメイン内のモバ
イルノード（MN）のホームエージェントです。これはMNホームネットワークプレフィック
スのトポロジカルなアンカーポイントであり、MNのバインディングステートを管理します。

   IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR
1000）
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LMAには、モバイル IPv6ベース仕様（RFC 3775）で定義されているホームエージェントの機能
があります。また、PMIPv6プロトコルのサポートに必要な機能もあります。

LMAをイネーブルにし、ローカルに設定されていないモバイルアクセスゲートウェイ（MAG）
からプロキシモバイル IPv6（PMIPv6）シグナリングメッセージを受け入れるようにするに
は、dynamic mag learningコマンドを使用します。

（注）

モバイルノード

モバイルノード（MN）は、そのモビリティがネットワークによって管理される IPホストです。
MNは、IPv4専用ノードまたは IPv6専用ノードか、IPv4および IPv6プロトコルスタックのある
ノードでのデュアルスタックノードのいずれかになります。MNは、プロキシモバイル IPv6
（PMIPv6）ドメインで取得した IPアドレスまたはプレフィックスのモビリティを実現するため
に、IPモビリティ関連シグナリングに参加する必要はありません。

プロキシモバイル IPv6 の AAA サーバ属性
認証、許可、およびアカウンティング（AAA）サーバが使用できる場合、モバイルアクセスゲー
トウェイ（MAG）は、設定およびコールフロー時に、サーバからプロキシモバイルIPv6（PMIPv6）
ドメインおよびモバイルノード（MN）のプロファイル情報をそれぞれ取得します。

次に、PMIPv6ドメインおよびMNの設定に必要な AAA属性を示します。

• PMIPv6ドメイン固有の AAA属性

• cisco-mpc-protocol-interface

• lma-identifier

• mag-identifier

• mag-v4-address

• mag-v6-address

• pmip6-domain-identifier

• pmip6-fixed-l1-address

• pmip6-fixed-l2-address

• pmip6-timestamp-window

• pmip6-replay-protection

• pmip6-spi-key

• pmip6-spi-value

• MN固有の AAA属性

IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
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home-lma•

• home-lma-ipv6-address

• mn-apn

• mn-nai

• mn-network

• mn-service

• multihomed

プロキシモバイル IPv6 LMA の設定方法

AAA サーバからのコンフィギュレーションを使用したプロキシモバイ
ル IPv6 ドメインの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name load-aaa
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

   IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR
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目的コマンドまたはアクション

PMIPv6ドメインを作成し、AAAサーバからのコンフィ
ギュレーションを使用して設定します。

ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name
load-aaa

例：

Device(config)# ipv6 mobile
pmipv6-domain D1 load-aaa

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

AAA サーバが使用できない場合のドメインの最低限の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name
4. mag mag-id
5. ipv4-address ipv4-address
6. ipv6-address ipv6-address
7. exit
8. 2番めのMAGを設定するには、ステップ 4～ 7を繰り返します。
9. nai [user]@realm
10. network network-name
11. service {dual | ipv4 | ipv6}
12. exit
13. 2番めのMNを設定するには、ステップ 8～ 12を繰り返します。
14. end

IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

PMIPドメインを作成し、PMIPドメインコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain
dn1

ステップ 3   

PMIPドメイン内のMAGを設定し、PMIPドメイン
MAGコンフィギュレーションモードを開始します。

mag mag-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# mag
mag1

ステップ 4   

PMIPドメイン内のMAGの IPv4アドレスを設定し
ます。

ipv4-address ipv4-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
ipv4-address 192.0.2.254

ステップ 5   

PMIPドメイン内のMAGの IPv6アドレスを設定し
ます。

ipv6-address ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
ipv6-address 2001:DB8::1

ステップ 6   

PMIPドメインMAGコンフィギュレーションモー
ドを終了し、PMIPドメインコンフィギュレーショ
ンモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
exit

ステップ 7   

—2番めのMAGを設定するには、ステップ 4
～ 7を繰り返します。

ステップ 8   

   IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR
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目的コマンドまたはアクション

PMIPドメイン内のMNのネットワークアクセス識
別子（NAI）を設定し、PMIPドメインMNコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

nai [user]@realm

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai
example1@example.com

ステップ 9   

IPv4または IPv6プールをイネーブルにできる LMA
とネットワーク名を関連付けます。

network network-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
network network1

ステップ 10   

PMIPドメイン内のMNに提供するサービスを設定
します。

service {dual | ipv4 | ipv6}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
service ipv4

ステップ 11   

PMIPドメインMNコンフィギュレーションモード
を終了し、PMIPドメインコンフィギュレーション
モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# exit

ステップ 12   

—2番めのMNを設定するには、ステップ 8～
12を繰り返します。

ステップ 13   

PMIPドメインコンフィギュレーションモードを終
了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# end

ステップ 14   
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AAA サーバが使用できない場合のドメインの詳細設定の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name
4. fixed-link-local-address ipv6-address
5. fixed-link-layer-address hardware-address
6. replay-protection timestamp [window seconds]
7. auth-option spi {spi-hex-value | decimal spi-decimal-value} key {ascii ascii-string | hex hex-string}
8. encap {gre-ipv4 | ipv6-in-ipv6}
9. local-routing-mag
10. mag mag-id
11. ipv4-address ipv4-address
12. ipv6-address ipv6-address
13. exit
14. 各MAGを設定するには、ステップ 10～ 13を繰り返します。
15. mag mag-id
16. ipv4-address ipv4-address
17. ipv6-address ipv6-address
18. exit
19. mn-profile-load-aaa
20. nai [user]@realm
21. lma lma-id
22. service {dual | ipv4 | ipv6}
23. network network-name
24. 各MNを設定するには、ステップ 22～ 23を繰り返します。
25. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

PMIPドメインを作成し、PMIPv6ドメインコン
フィギュレーションモードを開始します。

ipv6 mobile pmipv6-domain domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain
dn1

ステップ 3   

MNに対するMAG対応インターフェイスの固定リ
ンクローカルアドレスを設定します。

fixed-link-local-address ipv6-address

例：

Router(config-ipv6-pmipv6-domain)#

ステップ 4   

fixed-link-local-address
FE80::CE00:BFF:FEFC:0

MNに対するMAG対応インターフェイスの固定リ
ンク層アドレス（レイヤ 2アドレス）を設定しま
す。

fixed-link-layer-address hardware-address

例：

Router(config-ipv6-pmipv6-domain)#
fixed-link-layer-address aaaa.bbbb.cccc

ステップ 5   

PMIPドメイン内のリプレイ保護メカニズムを設定
します。

replay-protection timestamp [window seconds]

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)#
replay-protection timestamp window 200

ステップ 6   

PMIPドメインの認証を設定します。auth-option spi {spi-hex-value | decimal
spi-decimal-value} key {ascii ascii-string | hex
hex-string}

ステップ 7   

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)#
auth-option spi 67 key ascii key1

MAGと LMA間のトンネルカプセル化モードのタ
イプを設定します。

encap {gre-ipv4 | ipv6-in-ipv6}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# encap
gre-ipv4

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

MAGのローカルルーティングをイネーブルにしま
す。

local-routing-mag

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)#
local-routing-mag

ステップ 9   

PMIPドメイン内のMAGを設定し、PMIPドメイ
ンMAGコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

mag mag-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# mag mag1

ステップ 10   

MAGの IPv4アドレスを設定します。ipv4-address ipv4-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
ipv4-address 192.0.2.254

ステップ 11   

MAGの IPv6アドレスを設定します。ipv6-address ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
ipv6-address 2001:0DB8:2:3::1

ステップ 12   

PMIPドメインMAGコンフィギュレーションモー
ドを終了し、PMIPドメインコンフィギュレーショ
ンモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)# exit

ステップ 13   

—各MAGを設定するには、ステップ 10～ 13
を繰り返します。

ステップ 14   

PMIPドメイン内のMAGを設定し、PMIPドメイ
ンMAGコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

mag mag-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# mag mag1

ステップ 15   

MAGの IPv4アドレスを設定します。ipv4-address ipv4-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
ipv4-address 192.0.2.254

ステップ 16   
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目的コマンドまたはアクション

MAGの IPv6アドレスを設定します。ipv6-address ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)#
ipv6-address 2001:0DB8:2:4::2

ステップ 17   

PMIPドメインMAGコンフィギュレーションモー
ドを終了し、PMIPドメインコンフィギュレーショ
ンモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)# exit

ステップ 18   

（任意）PMIPドメイン内のMNに、AAAサーバ
からのプロファイルコンフィギュレーションをロー

ドします。

mn-profile-load-aaa

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)#
mn-profile-load-aaa

ステップ 19   

MNが AAAサーバからのコンフィギュ
レーションを使用して設定されている場

合は、ステップ 20～ 24を実行する必要
はありません。特定のMNのパラメータ
の設定を上書きするには、特定のコマン

ドを使用できます。

（注）

PMIPドメイン内のMNの NAIを設定し、PMIPド
メインMNコンフィギュレーションモードを開始
します。

nai [user]@realm

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai
example1@example.com

ステップ 20   

MNの LMAを設定します。lma lma-id

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# lma
lma1

ステップ 21   

PMIPドメイン内のMNに提供するサービスを設定
します。

service {dual | ipv4 | ipv6}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
service ipv4

ステップ 22   

IPv4または IPv6プールをイネーブルにできるLMA
とネットワーク名を関連付けます。

network network-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)#
network network1

ステップ 23   
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目的コマンドまたはアクション

—各MNを設定するには、ステップ 22～ 23を
繰り返します。

ステップ 24   

PMIPドメインMNコンフィギュレーションモー
ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# end

ステップ 25   

LMA の最低限の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip local pool pool-name low-ip-address high-ip-address
4. ipv6 local pool pool-name prefix/prefix-length assigned-length
5. ipv6 unicast-routing
6. ipv6 mobile pmipv6-lma lma-id domain domain-name
7. address ipv6 ipv6-address
8. network network1
9. pool ipv4 pool-name pfxlen number
10. pool ipv6 pool-name pfxlen number
11. exit
12. default profile profile-name
13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4アドレスのローカルプールを作成します。ip local pool pool-name low-ip-address
high-ip-address

ステップ 3   

例：

Device(config)# ip local pool v4pool
172.16.23.1 172.16.23.10

IPv6アドレスのローカルプールを作成します。ipv6 local pool pool-name prefix/prefix-length
assigned-length

ステップ 4   

例：

Device(config)# ipv6 local pool v6pool
2001:0DB8::/29 64

IPv6ルーティングをイネーブルにします。ipv6 unicast-routing

例：

Device(config)# ipv6 unicast-routing

ステップ 5   

ルータの LMAサービスを有効にし、LMAの PMIP
ドメインを設定して、LMAコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

ipv6 mobile pmipv6-lma lma-id domain
domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-lma lma1
domain dn1

ステップ 6   

LMAの IPv6アドレスを設定します。address ipv6 ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# address ipv6
2001:DB8::1

ステップ 7   

IPv4または IPv6プールが設定されたネットワーク
と LMAを関連付け、LMAネットワークコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

network network1

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# network
network1

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

MNサブスクライバにホームアドレスを割り当て
る IPv4アドレスプールの名前を指定します。

pool ipv4 pool-name pfxlen number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# pool
ipv4 v4pool pfxlen 24

ステップ 9   

MNサブスクライバにホームアドレスを割り当て
る IPv6アドレスプールの名前を指定します。

pool ipv6 pool-name pfxlen number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# pool
ipv6 v6pool pfxlen 24

ステップ 10   

LMAネットワークコンフィギュレーションモード
を終了し、LMAコンフィギュレーションモードを
開始します。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# exit

ステップ 11   

MNのデフォルトプロファイルをイネーブルにし
ます。

default profile profile-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# default
profile profile1

ステップ 12   

LMAコンフィギュレーションモードを終了し、特
権 EXECモードを開始します。

end

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# end

ステップ 13   
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LMA の詳細設定の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip local pool pool-name low-ip-address high-ip-address
4. ipv6 local pool pool-name prefix/prefix-length assigned-length
5. ipv6 mobile pmipv6-lma lma-id domain domain-name
6. enable aaa accounting
7. network network-name
8. pool ipv4 pool-name pfxlen number
9. pool ipv6 pool-name pfxlen number
10. exit
11. default profile profile1
12. address ipv4 ipv4-address
13. address ipv6 ipv6-address
14. bce maximum number
15. bce lifetime seconds
16. bce refresh-time seconds
17. bce delete-wait-time seconds
18. replay-protection timestamp [window seconds]
19. bri delay min milliseconds
20. bri delay max milliseconds
21. bri retries number
22. mag mag-id domain-name
23. auth-option spi {spi-hex-value | decimal spi-decimal-value} key {ascii | hex} hex-string
24. ipv4-address ipv4-address
25. ipv6-address ipv6-address
26. encap {gre-ipv4 | ipv6-in-ipv6}
27. end
28. show ipv6 mobile pmipv6 lma lma1 globals
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4アドレスのローカルプールを作成します。ip local pool pool-name low-ip-address
high-ip-address

ステップ 3   

例：

Device(config)# ip local pool v4pool
172.16.23.1 172.16.23.10

IPv6アドレスのローカルプールを作成します。ipv6 local pool pool-name prefix/prefix-length
assigned-length

ステップ 4   

例：

Device(config)# ipv6 local pool v6pool
2001:0DB8::/29 64

デバイスの LMAサービスをイネーブルにし、
LMAのPMIPドメインを設定して、LMAコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

ipv6 mobile pmipv6-lma lma-id domain
domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-lma lma1
domain dn1

ステップ 5   

MNセッションのAAAアカウンティングをイネー
ブルにします。

enable aaa accounting

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# enable aaa
accounting

ステップ 6   

IPv4または IPv6プールがイネーブルにされる
LMAにネットワーク名を設定し、LMAネット

network network-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# network
network1

ステップ 7   

ワークコンフィギュレーションモードを開始し

ます。
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目的コマンドまたはアクション

MNサブスクライバにホームアドレスを割り当て
る IPv4アドレスプールの名前を指定します。

pool ipv4 pool-name pfxlen number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# pool
ipv4 v4pool pfxlen 24

ステップ 8   

MNサブスクライバにホームアドレスを割り当て
る IPv6アドレスプールの名前を指定します。

pool ipv6 pool-name pfxlen number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# pool
ipv6 v6pool pfxlen 24

ステップ 9   

LMAネットワークコンフィギュレーションモー
ドを終了し、LMAコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# exit

ステップ 10   

MNのデフォルトプロファイルをイネーブルにし
ます。

default profile profile1

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# default
profile profile1

ステップ 11   

LMAの IPv4アドレスを設定します。address ipv4 ipv4-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# address ipv4
192.0.2.1

ステップ 12   

LMAの IPv6アドレスを設定します。address ipv6 ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# address ipv6
2001:DB8::1

ステップ 13   

MNの LMAに許可される Binding Cache Entries
（BCE）の最大数を指定します。

bce maximum number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# bce maximum
200

ステップ 14   
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目的コマンドまたはアクション

MNの BCEの最大ライフタイムを指定します。bce lifetime seconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# bce lifetime
5000

ステップ 15   

MNの BCEを更新する時間を指定します。bce refresh-time seconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# bce
refresh-time 2000

ステップ 16   

MAGから通知を受信する際に、LMAが BCEの
削除を待機する最小時間を秒単位で指定します。

bce delete-wait-time seconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# bce
delete-wait-time 2000

ステップ 17   

PMIPドメイン内のリプレイ保護メカニズムを設
定します。

replay-protection timestamp [window seconds]

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)#
replay-protection timestamp window 200

ステップ 18   

Binding Revocation Indication（BRI）メッセージを
送信する前に LMAが待機する最小時間を指定し
ます。

bri delay min milliseconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# bri delay
min 500

ステップ 19   

BRIメッセージを再送信する前に、LMAがBinding
RevocationAcknowledgment（BRA）メッセージを
待機する最大時間を指定します。

bri delay max milliseconds

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# bri delay
max 4500

ステップ 20   

BRAが受信されるまでLMAがBRIメッセージを
再送信する最大回数を指定します。

bri retries number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# bri retries
6

ステップ 21   
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目的コマンドまたはアクション

LMAのMAGを設定し、LMA-MAGコンフィギュ
レーションモードを開始します。

mag mag-id domain-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# mag mag3 dn1

ステップ 22   

MAG内の LMAの認証を設定します。auth-option spi {spi-hex-value | decimal
spi-decimal-value} key {ascii | hex} hex-string

ステップ 23   

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-mag)#
auth-option spi decimal 258 key hex FFFFF

MAG内の LMAの IPv4アドレスを設定します。ipv4-address ipv4-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)#
ipv4-address 192.0.2.254

ステップ 24   

MAG内の LMAの IPv6アドレスを設定します。ipv6-address ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)#
ipv6-address 2001:0DB8:2:5::1

ステップ 25   

MAGと LMA間のトンネルカプセル化モードの
タイプを設定します。

encap {gre-ipv4 | ipv6-in-ipv6}

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)# encap
gre-ipv4

ステップ 26   

LMA-MAGコンフィギュレーションモードを終
了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-ipv6-pmipv6mag-lma)# end

ステップ 27   

（任意）LMAグローバルコンフィギュレーショ
ンの詳細を表示します。

show ipv6 mobile pmipv6 lma lma1 globals

例：

Device# show ipv6 mobile pmipv6 lma lma1
globals

ステップ 28   
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例

次に、show ipv6 mobile lma globalsコマンドの出力例を示します。

Device# show ipv6 mobile pmipv6 lma lma1 globals

---------------------------------------------------
Domain : D1

LMA Identifier :lma1
AAA Accounting : Disabled
Default MN Profile : profile1
Network : network1
IPv4 Pool Name : v4
Prefix Length : 24
IPv6 Pool Name : v6pool
Prefix Length : 48
Max. HNPs : 1
Max Bindings : 128000
AuthOption : disabled
RegistrationLifeTime : 3600 (sec)
DeleteTime : 10000 (msec)
CreateTime : 1500 (msec)
BRI InitDelayTime : 1000 (msec)
BRI MaxDelayTime : 2000 (msec)
BRI MaxRetries : 1
BRI EncapType : IPV6_IN_IPV6
Fixed Link address is : enabled
Fixed Link address : aaaa.aaaa.aaaa
Fixed Link Local address is : enabled
Fixed Link local address : 0xFE800000 0x0 0x0 0x2
RefreshTime : 300 (sec)
Refresh RetxInit time : 1000 (msec)
Refresh RetxMax time : 32000 (msec)
Timestamp option : enabled
Validity Window : 10

Peer : mag1
Max. HNPs : 1
Max Bindings : 128000
AuthOption : disabled
RegistrationLifeTime : 3600 (sec)
DeleteTime : 10000 (msec)
CreateTime : 1500 (msec)
BRI InitDelayTime : 1000 (msec)
BRI MaxDelayTime : 2000 (msec)
BRI MaxRetries : 1
BRI EncapType : IPV6_IN_IPV6
Fixed Link address is : enabled
Fixed Link address : aaaa.aaaa.aaaa
Fixed Link Local address is : enabled
Fixed Link local address : 0xFE800000 0x0 0x0 0x2
RefreshTime : 300 (sec)
Refresh RetxInit time : 1000 (msec)
Refresh RetxMax time : 32000 (msec)
Timestamp option : enabled
Validity Window : 10

Peer : mag0
Max. HNPs : 1
Max Bindings : 128000
AuthOption : disabled
RegistrationLifeTime : 3600 (sec)
DeleteTime : 10000 (msec)
CreateTime : 1500 (msec)
BRI InitDelayTime : 1000 (msec)
BRI MaxDelayTime : 2000 (msec)
BRI MaxRetries : 1
BRI EncapType : GRE in IPV4
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Fixed Link address is : enabled
Fixed Link address : aaaa.aaaa.aaaa
Fixed Link Local address is : enabled
Fixed Link local address : 0xFE800000 0x0 0x0 0x2
RefreshTime : 300 (sec)
Refresh RetxInit time : 1000 (msec)
Refresh RetxMax time : 32000 (msec)
Timestamp option : enabled
Validity Window : 10

トラブルシューティングのヒント

次のコマンドを使用して、LMA設定のトラブルシューティングができます。

• debug ipv6 mobile lma event

• debug ipv6 mobile lma info

• show ipv6 pmipv6 lma bindings info

• show ipv6 pmipv6 lma globals

• show ipv6 pmipv6 lma tunnel

LMA 機能のプロキシモバイル IPv6 サポートの設定例

例：AAA サーバからのコンフィギュレーションを使用したプロキシモ
バイル IPv6 ドメインの設定

次に、AAAサーバのコンフィギュレーションを使用して PMIPv6ドメインを設定する方法の例を
示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D1 load-aaa

次に、AAAサーバからのコンフィギュレーションを使用して PMIPv6ドメインを設定する方法、
および特定の PMIPv6ドメインパラメータの設定を上書きする方法の例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D11 load-aaa
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D11
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# gre-ipv4
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# auth-option spi 67 key ascii key1
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例：AAA サーバからのコンフィギュレーションが使用できない場合の
ドメインの最低限の設定

次に、AAAサーバのコンフィギュレーションが使用できない場合のドメインの最低限の設定の例
を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D2
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# replay-protection timestamp window 200
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# auth-option spi 100 key ascii hi
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# encap ipv6-in-ipv6
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# lma lma1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv4-address 10.1.1.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv6-address 2001:0DB8:2:3::1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# exit
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# mag mag1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)# ipv4-address 10.1.3.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)# ipv6-address 2001:0DB8:2:5::1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mag)# exit
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai example@example.com
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# lma lma1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# int att GigabitETHERNET l2-addr 02c7.f800.0422
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# gre-encap-key up 1234
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# gre-encap-key down 5678
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# service ipv4
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# network-name example1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# end

例：LMA の設定
次に、LMAをイネーブルにするために必要な最低限の設定を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-domain D2
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# lma lma1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv4-address 10.1.1.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv6-address 2001:0DB8:2:3::1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# exit
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# lma lma2
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv4-address 10.2.1.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# ipv6-address 2001:0DB8:2:4::1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-lma)# exit
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai example1@example.com
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# network-name example1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# exit
!
Device(config-ipv6-pmipv6-domain)# nai example2@example.com
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# network-name example1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# exit
!
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-lma lma1 domain D2
Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# address ipv6 2001:DB8:0:0:E000::F
Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# address ipv4 10.2.1.1
Device(config-ipv6-pmipv6-domain-mn)# network-name example1
Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# pool ipv4 v4pool pfxlen number
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Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# pool ipv6 v6pool pfxlen number
Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# exit
Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# default profile example2@example.com

Device(ipv6-mag-config)# exit

次の作業
MAGエンティティは、ASR 5000デバイスによって提供される LMAで動作します。 Cisco ASR
5000の LMAを設定するには、『Cisco ASR 5000 Series Packet Data Network Gateway Administration
Guide』の「PDN Gateway Configuration」モジュールを参照してください。

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『IP Mobility Command Reference』IPモビリティコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Mobility Support in IPv6』RFC 3775

『Proxy Mobile IPv6』RFC 5213

『IPv4 Support for Proxy Mobile IPv6』RFC 5844

『Generic Routing Encapsulation (GRE) Key Option
for Proxy Mobile IPv6』

RFC 5845

『Binding Revocation for IPv6 Mobility』RFC 5846
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http://www.cisco.com/en/US/docs/wireless/asr_5000/12_0/OL-24822_PGW_Admin.pdf
http://www.cisco.com/en/US/docs/wireless/asr_5000/12_0/OL-24822_PGW_Admin.pdf
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmobility/command/imo-cr-book.html


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、シスコソフトウェ

アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

プロキシモバイル IPv6 ローカルモビリティアンカーの
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 2：プロキシモバイル IPv6 ローカルモビリティアンカーの機能情報

機能情報リリース機能名

プロキシモバイル IPv6ローカ
ルモビリティアンカー機能

は、PMIPv6ドメインのモバイ
ルノードのホームエージェン

トとして動作します。PMIPv6
ドメインは、プロキシモバイ

ル IPv6プロトコルを使用して
モバイルノードのモビリティ

管理が処理されるネットワーク

です。これは、モバイルノー

ドのホームネットワークプレ

フィックスのトポロジカルなア

ンカーポイントであり、モバ

イルノードのバインディング

ステートを管理するエンティ

ティです。

次のコマンドが導入または変更

されました。address、bce
maximum、bce lifetime、bce
refresh-time debug ipv6 mobile
lma、default profile、
gre-encap-key、ipv4-address、
ipv6 mobile pmipv6-lma、
ipv6-address、
replay-protection、show ipv6
mobile pmipv6 lma binding、
show ipv6 mobile pmipv6 lma
globals、show ipv6 mobile
pmipv6 lma stats、show ipv6
mobile pmipv6 lma tunnels

Cisco IOS XE Release 3.6Sプロキシモバイル IPv6ローカ
ルモビリティアンカー
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第 3 章

PMIP モビリティ：3G モビリティアンカー

3Gモビリティアンカー（3GMA）機能は、3GUser Equipment（UE）のアンカーポイントとして
動作します。3GMAは、GatewayGeneral PacketRadioService（GPRS）SupportNode（GGSN）/Packet
Data Serving Node（PDSN）の DHCPサーバとして機能し、Wi-Fiモバイルアクセスゲートウェ
イ（MAG）に対するローカルモビリティアンカー（LMA）としても機能します。

このモジュールでは、3Gモビリティアンカー機能について説明します。

• 機能情報の確認, 53 ページ

• 3Gモビリティアンカーの前提条件, 54 ページ

• PMIPモビリティ：3Gモビリティアンカーについて, 54 ページ

• PMIPモビリティ：3Gモビリティアンカーの設定方法, 55 ページ

• PMIPモビリティ：3Gモビリティアンカーの設定例, 58 ページ

• PMIPモビリティ：3Gモビリティアンカーに関する追加情報, 59 ページ

• PMIPモビリティ：3Gモビリティアンカーの機能情報, 60 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームとソ

フトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載さ

れている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合は、

このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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3G モビリティアンカーの前提条件
IPv4または IPv6アドレスを割り当てるために、ローカルモビリティアンカー（LMA）の IPv4お
よび IPv6アドレスプールを設定する必要があります。

PMIP モビリティ：3G モビリティアンカーについて

3G モビリティアンカーの概要
第 3世代モビリティアンカー（3GMA）は、PacketData ServingNode（PDSN）/General Packet Radio
Service（GPRS）Support Node（GGSN）のデフォルトゲートウェイです。 3GMAノードは
PDSN/GGSNの Giインターフェイスに配置され、3G User Equipment（UE）のアンカーポイント
として動作します。 Giインターフェイスは、GPRSネットワークと外部パケットデータネット
ワークの間の参照ポイントです。 3GMAノードはGGSN/PDSNに対するDHCPサーバとして動作
し、WiFi MAGに対する LMAとしても動作します。 3GMAノードは IPアドレスを割り当て、
GGSN/PDSNからの DHCPメッセージに応答します。 UEは特定のアクセスポイント名（APN）
で設定されます。UEがこの APNに接続されると、PDSN/GGSNはローカルアドレスプールを使
用する代わりにプロキシDHCPモードで実行されるように設定されます。 3GMAモードでは、モ
バイルデバイスに割り当てられる IPアドレスは外部 DHCPサーバ（3GMAノード）から取得さ
れます。 RFC 5213に記載されているローカルモビリティアンカー（LMA）機能は、3GMAモー
ドでも設定できます。

ローカルモビリティアンカー

ローカルモビリティアンカー（LMA）は、プロキシモバイル IPv6（PMIPv6）ドメイン内のモバ
イルノード（MN）のホームエージェントです。これはMNホームネットワークプレフィック
スのトポロジカルなアンカーポイントであり、MNのバインディングステートを管理します。
LMAには、モバイル IPv6ベース仕様（RFC 3775）で定義されているホームエージェントの機能
があります。また、PMIPv6プロトコルのサポートに必要な機能もあります。

LMAをイネーブルにし、ローカルに設定されていないモバイルアクセスゲートウェイ（MAG）
からプロキシモバイル IPv6（PMIPv6）シグナリングメッセージを受け入れるようにするに
は、dynamic mag learningコマンドを使用します。

（注）

モバイルノード

モバイルノード（MN）は、そのモビリティがネットワークによって管理される IPホストです。
MNは、IPv4専用ノードまたは IPv6専用ノードか、IPv4および IPv6プロトコルスタックのある
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ノードでのデュアルスタックノードのいずれかになります。MNは、プロキシモバイル IPv6
（PMIPv6）ドメインで取得した IPアドレスまたはプレフィックスのモビリティを実現するため
に、IPモビリティ関連シグナリングに参加する必要はありません。

無線アクセステクノロジーのタイプ

Radio Access Type（RAT）は、アップリンク（ユーザからネットワーク）とダウンリンク（ネッ
トワークからユーザ）での通信のためにワイヤレスネットワークの無線リソースを割り当てる方

法を示します。 RATはコアネットワーク（CN）へのアクセスに使用される無線テクノロジーの
タイプを示します。CNとは、アクセスネットワークに接続した顧客にさまざまなサービスを提
供する通信ネットワークの根幹部分のことです。RATは、携帯電話、コンピュータ、または遠隔
操作される機器などのデバイス間に配置されるRadioAccessNetwork（RAN）によって実装され、
その CNとの接続を提供します。携帯電話や他の無線接続デバイスは User Equipment（UE）と呼
ばれます。 RATのタイプの例には、Worldwide Interoperability for Microwave Access（WiMax）、
ワイヤレスローカルエリアネットワーク（WLAN）、3GPPなどがあります。

PMIP モビリティ：3G モビリティアンカーの設定方法

3GMA モードでの LMA の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip local pool pool-name low-ip-address high-ip-address
4. ipv6 local pool pool-name prefix/prefix-length assigned-length
5. ipv6 unicast-routing
6. ipv6 mobile pmipv6-lma lma-id domain domain-name
7. address ipv6 ipv6-address
8. network network1
9. pool ipv4 pool-name pfxlen number
10. pool ipv6 pool-name pfxlen number
11. exit
12. default profile profile-name
13. role 3gma
14. interface interface-type
15. rat rat-type priority priority-number
16. end
17. show ipv6 mobile pmipv6 lma binding
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4アドレスのローカルプールを作成します。ip local pool pool-name low-ip-address
high-ip-address

ステップ 3   

例：

Device(config)# ip local pool v4pool
209.165.201.1 209.165.201.10

IPv6アドレスのローカルプールを作成します。ipv6 local pool pool-name prefix/prefix-length
assigned-length

ステップ 4   

例：

Device(config)# ipv6 local pool v6pool
2001:0DB8::/32 64

IPv6ルーティングをイネーブルにします。ipv6 unicast-routing

例：

Device(config)# ipv6 unicast-routing

ステップ 5   

デバイスのローカルモビリティアンカー（LMA）
サービスをイネーブルにし、LMAのプロキシモバイ

ipv6 mobile pmipv6-lma lma-id domain
domain-name

例：

Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-lma
lma1 domain dn1

ステップ 6   

ル IPv6（PMIPv6）ドメインを設定して、LMAコン
フィギュレーションモードを開始します。

LMAの IPv6アドレスを設定します。address ipv6 ipv6-address

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# address
ipv6 2001:DB8::1

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

IPv4または IPv6プールが設定されたネットワークと
LMAを関連付け、LMAネットワークコンフィギュ
レーションモードを開始します。

network network1

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# network
network1

ステップ 8   

モバイルノード（MN）サブスクライバにホームア
ドレスを割り当てる IPv4アドレスプールの名前を指
定します。

pool ipv4 pool-name pfxlen number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)#
pool ipv4 v4pool pfxlen 24

ステップ 9   

MNサブスクライバにホームアドレスを割り当てる
IPv6アドレスプールの名前を指定します。

pool ipv6 pool-name pfxlen number

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)#
pool ipv6 v6pool pfxlen 24

ステップ 10   

LMAネットワークコンフィギュレーションモード
を終了し、LMAコンフィギュレーションモードを開
始します。

exit

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)#
exit

ステップ 11   

MNのデフォルトプロファイルをイネーブルにしま
す。

default profile profile-name

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# default
profile profile1

ステップ 12   

3GMAをイネーブルにし、3GMAモードを開始しま
す。

role 3gma

例：

Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# role 3gma

ステップ 13   

少なくとも 1つのインターフェイスを指定
する必要があります。インターフェイスが

指定されていない場合、role 3gmaコマン
ドは動作しません。

（注）

LMAの 3GMAインターフェイスを設定します。interface interface-type

例：

Device(config-ipv6-pmipv6lma-role)#
interface Ethernet 1

ステップ 14   

RadioAccess Type（RAT）のプライオリティを設定し
ます。

rat rat-type priority priority-number

例：

Device (config-ipv6-pmipv6lma-role)# rat
wlan priority 2

ステップ 15   

IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

57

PMIP モビリティ：3G モビリティアンカー
3GMA モードでの LMA の設定



目的コマンドまたはアクション

3GMAロールコンフィギュレーションモードを終了
し、特権 EXECモードを開始します。

end

例：

Device (config-ipv6-pmipv6lma-role)# end

ステップ 16   

プロキシモバイル IPv6（PMIPv6）シグナリングプ
レーン上に確立されるLMAバインディングのリスト
を表示します。

show ipv6 mobile pmipv6 lma binding

例：

Device# show ipv6 mobile pmipv6 lma
binding

ステップ 17   

PMIP モビリティ：3G モビリティアンカーの設定例

例：3GMA モードでの LMA の設定
次に、3GMAモードで LMAを設定する方法の例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ip local pool v4pool 209.165.201.1 209.165.201.10
Device(config)# ipv6 local pool v6pool 2001:0DB8::/32 64
Device(config)# ipv6 unicast-routing
Device(config)# ipv6 mobile pmipv6-lma lma1 domain dn1
Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# address ipv6 2001:DB8::1
Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# network network1
Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# pool ipv4 v4pool pfxlen 24
Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# pool ipv6 v6pool pfxlen 24
Device(config-ipv6-pmipv6lma-network)# exit
Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# default profile profile1
Device(config-ipv6-pmipv6-lma)# role 3gma
Device(config-ipv6-pmipv6lma-role)# interface Ethernet 1
Device (config-ipv6-pmipv6lma-role)# rat wlan priority 2
Device (config-ipv6-pmipv6lma-role)# end
Device# show ipv6 mobile pmipv6 lma binding
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PMIP モビリティ：3G モビリティアンカーに関する追加
情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Mobility Command Reference』IPモビリティコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Mobility Support in IPv6』RFC 3775

『Proxy Mobile IPv6』RFC 5213

『IPv4 Support for Proxy Mobile IPv6』RFC 5844

『Generic Routing Encapsulation (GRE) Key Option
for Proxy Mobile IPv6』

RFC 5845

『Binding Revocation for IPv6 Mobility』RFC 5846

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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PMIP モビリティ：3G モビリティアンカーの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：PMIP モビリティ：3G モビリティアンカーの機能情報

機能情報リリース機能名

3Gモビリティアンカー
（3GMA）機能は、3G User
Equipment（UE）のアンカーポ
イントとして動作します。

3GMAは、Gateway General
Packet Radio Service（GPRS）
Support Node（GGSN）/Packet
Data Serving Node（PDSN）の
DHCPサーバとして機能し、
Wi-Fiモバイルアクセスゲート
ウェイ（MAG）に対するロー
カルモビリティアンカー

（LMA）としても機能します。

次のコマンドが導入または変更

されました。rat、role 3gma、
interface (proxy mobile IPv6)、
show ipv6 mobile pmipv6 lma
binding

Cisco IOS XE Release 3.9SPMIPモビリティ：3Gモビリ
ティアンカー

   IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR
1000）

60

PMIP モビリティ：3G モビリティアンカー
PMIP モビリティ：3G モビリティアンカーの機能情報

http://www.cisco.com/go/cfn

	IP モビリティ：モバイル IP コンフィギュレーション ガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
	目次
	MAG 機能のプロキシ モバイル IPv6 サポート
	機能情報の確認
	MAG 機能のプロキシ モバイル IPv6 サポートの前提条件
	MAG 機能のプロキシ モバイル IPv6 サポートについて
	プロキシ モバイル IPv6 の概要
	モバイル アクセス ゲートウェイ
	ローカル モビリティ アンカー
	モバイル ノード
	プロキシ モバイル IPv6 の AAA サーバ属性

	MAG 機能のプロキシ モバイル IPv6 サポートの設定方法
	AAA サーバからのコンフィギュレーションを使用したプロキシ モバイル IPv6 ドメインの設定
	MAG が動作する最低限の設定
	AAA サーバが使用できない場合の MAG の詳細設定の設定
	MAG の最低限の設定
	MAG の詳細設定の設定
	例
	トラブルシューティングのヒント


	MAG 機能のプロキシ モバイル IPv6 サポートの設定例
	例：AAA サーバからのコンフィギュレーションを使用したプロキシ モバイル IPv6 ドメインの設定
	例：AAA サーバからのコンフィギュレーションが使用できない場合のプロキシ モバイル IPv6 ドメインの設定
	例：モバイル アクセス ゲートウェイの設定

	次の作業
	その他の関連資料
	MAG 機能のプロキシ モバイル IPv6 サポートの機能情報

	プロキシ モバイル IPv6 ローカル モビリティ アンカー
	機能情報の確認
	プロキシ モバイル IPv6 LMA の前提条件
	LMA 機能のプロキシ モバイル IPv6 サポートについて
	プロキシ モバイル IPv6 の概要
	モバイル アクセス ゲートウェイ
	ローカル モビリティ アンカー
	モバイル ノード
	プロキシ モバイル IPv6 の AAA サーバ属性

	プロキシ モバイル IPv6 LMA の設定方法
	AAA サーバからのコンフィギュレーションを使用したプロキシ モバイル IPv6 ドメインの設定
	AAA サーバが使用できない場合のドメインの最低限の設定
	AAA サーバが使用できない場合のドメインの詳細設定の設定
	LMA の最低限の設定
	LMA の詳細設定の設定
	例
	トラブルシューティングのヒント


	LMA 機能のプロキシ モバイル IPv6 サポートの設定例
	例：AAA サーバからのコンフィギュレーションを使用したプロキシ モバイル IPv6 ドメインの設定
	例：AAA サーバからのコンフィギュレーションが使用できない場合のドメインの最低限の設定
	例：LMA の設定

	次の作業
	その他の関連資料
	プロキシ モバイル IPv6 ローカル モビリティ アンカーの機能情報

	PMIP モビリティ：3G モビリティ アンカー
	機能情報の確認
	3G モビリティ アンカーの前提条件
	PMIP モビリティ：3G モビリティ アンカーについて
	3G モビリティ アンカーの概要
	ローカル モビリティ アンカー
	モバイル ノード
	無線アクセス テクノロジーのタイプ

	PMIP モビリティ：3G モビリティ アンカーの設定方法
	3GMA モードでの LMA の設定

	PMIP モビリティ：3G モビリティ アンカーの設定例
	例：3GMA モードでの LMA の設定

	PMIP モビリティ：3G モビリティ アンカーに関する追加情報
	PMIP モビリティ：3G モビリティ アンカーの機能情報


